
ソーシャルイノベーションユニット
総合テストベッド研究開発推進センター
Social Innovation Unit
ICT Testbed Research and Development Promotion Center

TEL ： 042-327-6024
FAX ： 042-327-5328
E-mail : tb-info@ml.nict.go.jp

○NICTでは、ICT分野の研究開発から社会実装まで加速化を図り、我が国の
ICT産業の競争力を確保するため、「JGN」「StarBED」「JOSE」
「RISE」等からなる『NICT総合テストベッド』を構築し、運用しています。
○利用者は、NICT総合テストベッドのさまざまな検証環境を自由に組み合わ
せ、目的にあわせて利用することができます。

○例えば、基礎段階の研究開発とその成果の検証に一体的に取り組むことに
より、研究開発成果の実用化およびシステム化を目指すことが可能です。

NICT総合テストベッド
～多様なIoT研究開発を推進する技術実証と社会実証の検証プラットフォーム～

SINET5

海外拠点

最先端のネットワーク技術の検証と国内
・海外における実証環境の構築を支援
超高速研究開発ネットワーク

「JGN」

IoT技術の検証基盤とIoTサービスの
フィールド実証環境を提供

大規模IoTサービステストベッド
「JOSE」

百万台レベルのエミュレーションによる
ハードウェア・ソフトウェアの検証基盤

大規模エミュレーションテストベッド
「StarBED」

SDN技術によりICTサービスの実証
環境をユーザーが自在に構築可能
広域SDNテストベッド

「RISE」

さらなる統合化と集中管理
⃝キャラバンテストベッド
⃝LPWAテストベッド
⃝AI データテストベッド
⃝けいはんなM2M-DC
⃝他の機構内テストベッドや設備

M2Mクラウド基盤 IoTゲートウェイ

総合テストベッドは、広く産学官にも開放し、
利活用を促進。
海外の研究機関との接続等も整備し、
国際共同研究・連携や国際展開を促進

システム開発などで用いられる実証実験用環境の総称です。
通信ネットワークやサーバー群などから構成され、実際に運用されている
システムとは独立しながら、実環境に近い状況を再現し、その状況下で様々
なテストができます。
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「現場で試せる テストベッド」として、IoT環境が構築できる可搬型システム
一式のテストベッドを提供しています。

◆ IoT-GW(ゲートウェイ)
・総合テストベッドへ、簡単・セキュアに接続
・ゲートウェイの複雑な設定はNICTが実施

◆ NerveNet(ナーブネット)
・通信インフラがない場所で、無線(LPWA)
マルチホップ技術を用いた分散ネットワークの
構築が可能

◆ センサ収容BOX
・センサを収容し、Wi-FiやLPWA等の通信網へ
接続可能

◆ LPWA(LoRa)試験機
・GPSを備えた子機が、各測定ポイントにおける
基地局とのLPWA通信可否をレポートすること
により、LPWA疎通マップを簡単に作成可能

LTEを使って簡単にネットワークへ接続したい

実証の現場でLPWAが使えるか試したいセンサをネットワークに接続したい

通信インフラがない場所で通信手段を確保したい

○総合テストベッドを使ってみた
い方が、試験的かつ手軽に利用
できるように、総合テストベッ
ドの設備を部分的に試用できる
環境を用意しています。

○Eメールでの申請により、お試し
利用を開始できます。

○お申し込み後は、情報共有
ポータル（Wiki）から、様々
な情報を入手いただけます。

お試し利用環境の提供

NICT総合テストベッド

センサ収容BOX NerveNet
(LPWAタイプ)

IoT-GW

利用者ユーザIoT環境

各種センサ・
IoT機器

LTE/インターネットWi-Fi/有線
センサ群

LPWA LPWA

お試し利用 通常利用

共同研究契約 不要 必要

研究計画書 不要 必要
利用できる
テストベッド

JGN・JOSE
RISE 全て

割当て環境 共用 占有

リソース調整 なし あり



テンプレート A1 
（594mm×841mm）

ARIAの構成

概 要

浸水拡大過程、人的被害、情報通信環境への被害を一元的にシミュレーショ
ンする都市型水害の被害予測システムを提案
浸水シミュレータは各地点の水位の時間変化を計算
避難シミュレータは避難者の位置の時間変化を計算
経路計算サーバは経路問い合わせに応じて道路情報をもとに経路を計算
3Dプリントで生成したジオラマにプロジェクターで情報を投影

経路計算
サーバ

道路情報
管理

浸水シミュレータ

情報連携基盤

避難シミュレータ

ビジュア
ライザ

カメラによる
位置検出

カメラ

スマートフォン
エミュレータ

ジオラマ
:マーカ

・避難情報
・経路情報

・歩行者エージェントの位置
・通信不能エリア

・経路問合せ

・経路
・道路
情報

・歩行者エージェントの位置
・被害者数

・被害基地局
・破堤箇所
・被害発生箇所

・浸水発生箇所

本プロジェクトは名古屋大学との共同研究として実施

本研究開発の一部は総務省 SCOPE(受付番号 172106102 代表 名古屋大学廣井 慧) の委託を受けたものです。
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